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にしき堂がもみじ饅頭を始めた年に生まれた。「一緒に生まれ育った分身みたいなもの」と大谷博国社長
＝広島市東区のにしき堂本社

　
「
百
試
千
改
（
ひ
ゃ
く
し

せ
ん
か
い
）」。
に
し
き
堂
で

受
け
継
が
れ
る
言
葉
だ
。
百

回
試
み
て
千
回
改
め
る
と
い

う
意
味
。
今
あ
る
も
の
に
満

足
せ
ず
に
、
常
に
向
上
心
を

持
つ
心
構
え
を
説
く
。

　

新
商
品
の
多
く
は
お
客
さ

ん
の
声
か
ら
生
ま
れ
た
。

　

30
年
以
上
前
、
に
し
き
堂

の
も
み
じ
饅
頭
に
こ
し
あ
ん

し
か
な
か
っ
た
時
代
。
新

た
に
つ
く
っ
た
の
は
、
粒
あ

ん
や
抹
茶
あ
ん
で
は
な
く
、

チ
ー
ズ
ク
リ
ー
ム
だ
っ
た
。

皮
だ
け
を
買
っ
て
い
く
お
客

さ
ん
か
ら
「
チ
ー
ズ
を
挟
ん

で
食
べ
て
い
る
」
と
聞
き
、

開
発
に
乗
り
出
し
た
。

　

２
０
０
９
年
に
発
売
し
た

生
も
み
じ
は
「
京
都
に
は
生

八
ツ
橋
が
あ
る
。
広
島
に
生

も
み
じ
な
い
の
」
と
い
う
声

か
ら
始
ま
っ
た
。
生
の
食
感

を
出
す
た
め
葛
な
ど
様
々
な

素
材
を
試
し
て
も
ち
粉
に
い

き
つ
い
た
。
開
発
に
10
年
。

大
谷
博
国
社
長
は
「
最
も
難

し
か
っ
た
商
品
」
と
い
う
。

　

最
近
は
、
ド
ラ
え
も
ん
を

か
た
ど
っ
た
「
ど
こ
で
も
み

じ
」
な
ど
、
コ
ラ
ボ
商
品
に

も
積
極
的
だ
。「
新
製
品
づ

く
り
は
社
員
み
ん
な
が
寄
っ

て
た
か
っ
て
」
と
語
る
。

　

た
だ
、「
も
っ
と
大
切
な

の
は
昔
か
ら
の
お
菓
子
を
さ

ら
に
良
く
す
る
こ
と
」。
小

豆
は
北
海
道
十
勝
産
、
小
麦

は
国
産
、
レ
モ
ン
は
県
内
産

な
ど
、
品
質
に
こ
だ
わ
る
。

　

県
外
進
出
は
し
な
い
。「
に

し
き
堂
の
も
み
じ
饅
頭
な
ら

広
島
で
新
幹
線
を
途
中
下
車

し
て
で
も
買
い
た
い
、
そ
う

思
っ
て
も
ら
え
る
お
菓
子
で

あ
り
た
い
で
す
ね
」

　明治時代からの歴史がある「もみじ饅頭（ま
んじゅう）」。戦後創業したにしき堂は、次々
と新商品に挑戦している。「お菓子作りを楽
しんでいるだけです」と笑う大谷博国社長。
背景には顧客の声を取り入れ、改善を目指す
姿勢がある。

にしき堂社長

大
お お

谷
た に

　博
ひ ろ

国
く に

さん（62歳）
〈プロフィール〉広島市出身。東海大理学部卒。神奈川県の和菓子製造
会社を経て、父が創業したにしき堂に１９７８年に入社。営業部長や専務など
を務め、２００１年に社長に就任。

（
木
村
和
規
＝
２
面
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

Vol.25

開
発
に
10
年　

生
も
み
じ
人
気
定
着

顧
客
の
声
か
ら
次
々
と
新
商
品

広島市東区光町1丁目13-23
1951年10月
40 億円（2015年 6月期）
250人（同）
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〈創　　業〉
〈売 上 高〉
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《会社概要》
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―
―
お
菓
子
は
「
平
和

の
食
べ
も
の
」
だ
と
話
し

て
い
ま
す
ね
。

　

お
菓
子
を
食
べ
る
と
こ

ろ
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
と
の
だ
ん
ら
ん
と
か
、

親
し
い
人
と
か
。
酒
を
飲

み
な
が
ら
の
ケ
ン
カ
は
あ

る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
ケ

ン
カ
を
す
る
人
は
い
な
い

で
し
ょ
う
。

　

創
業
し
た
私
の
父
は
海

軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
、
同
期

で
特
攻
に
行
っ
た
人
も
何

人
も
い
ま
し
た
。
考
案
し

た
お
菓
子
に
「
新
・
平
家

物
語
」
が
あ
り
ま
す
。
バ

れ
る
。
レ
シ
ピ
を
拝
見
し

た
ら
、４
種
類
の
柑
橘
類
を

ブ
レ
ン
ド
し
て
新
し
い
味

を
生
み
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

―
―
伝
統
を
守
る
だ
け

で
な
く
、
な
ぜ
百
試
千
改

な
の
で
し
ょ
う
。

　

お
菓
子
を
食
べ
る
人
の

食
生
活
が
変
わ
っ
て
き
て

い
る
か
ら
で
す
。
い
ま
の

子
た
ち
は
か
む
力
が
弱
い
。

だ
か
ら
も
み
じ
饅
頭
も
昔

と
比
べ
る
と
ソ
フ
ト
に
し

て
い
ま
す
。「
昔
の
ほ
う
が

歯
ご
た
え
が
あ
っ
て
お
い

し
か
っ
た
」
と
い
う
方
も

い
ま
す
よ
。
で
も
お
菓
子

は
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
目
線

で
作
り
ま
す
。

　

い
ま
は
甘
く
な
い
方
が

い
い
と
も
言
い
ま
す
。
お

菓
子
屋
に
と
っ
て
は
つ
ら

い
で
す
ね
。
だ
か
ら
砂
糖

を
ブ
レ
ン
ド
し
て
後
味
の

よ
い
も
の
に
す
る
。
そ
う

い
う
工
夫
が
や
っ
ぱ
り
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

―
―
好
き
な
本
を
１
冊

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

本
の
虫
で
。
何
で
も
読

み
ま
す
。
選
ぶ
の
が
難
し

い
で
す
が
、
日
本
と
外
国

で
１
冊
ず
つ
挙
げ
ま
す
。

川
端
康
成
の
「
雪
国
」
と

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
罪

と
罰
」。
雪
国
に
は
日
本
人

の
情
緒
と
感
性
や
美
意
識

を
、
罪
と
罰
に
は
人
間
の

魂
の
あ
り
よ
う
を
感
じ
ま

す
。
何
度
も
読
み
返
し
て

い
ま
す
。

そ
う
し
た
気
持
ち
が
、
私

に
も
継
が
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
ね
。

　

―
―
も
み
じ
饅
頭
で
、

粒
あ
ん
よ
り
チ
ー
ズ
が
先

と
い
う
の
が
意
外
で
す
。

　

当
時
は
、
火
の
調
整
の

た
め
最
初
は
あ
ん
を
入
れ

な
い
で
焼
い
た
ん
で
す
。

そ
の
皮
が
お
い
し
い
。
捨

て
る
の
が
も
っ
た
い
な
い

の
で
袋
に
入
れ
て
原
価
で

売
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
ご
年
配
の
ご
婦
人

が
、
そ
の
皮
を
毎
日
の
よ

う
に
買
い
に
来
て
い
た
ん

で
す
。
店
員
が
聞
い
た
ら

「
朝
、
チ
ー
ズ
を
挟
ん
で
レ

ン
ジ
で
温
め
て
、
パ
ン
の

代
わ
り
に
食
べ
て
い
る
」

と
。
び
っ
く
り
で
す
よ
。

私
た
ち
は
和
菓
子
屋
だ
か

ら
チ
ー
ズ
な
ん
て
頭
に
な

い
。
や
っ
て
み
た
ら
お
い

し
か
っ
た
。
商
品
化
に
７

年
か
か
り
ま
し
た
。

　

―
―
様
々
な
コ
ラ
ボ
商

品
も
持
ち
味
で
す
ね
。

　

楽
し
い
こ
と
が
好
き
な

ん
で
す
。
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
て

視
野
も
広
が
り
ま
す
。

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
さ
ん
と

の
コ
ラ
ボ
（
レ
モ
ン
ク
リ
ー

ム
や
チ
ョ
コ
が
入
っ
た
「
あ

た
ら
し
も
み
じ
」）
で
一
番

驚
い
た
の
は
発
想
で
す
ね
。

和
菓
子
屋
は
原
料
の
風
味

に
こ
だ
わ
る
。
洋
菓
子
屋

さ
ん
は
、
い
ろ
ん
な
素
材

を
工
夫
し
て
新
し
い
食
感

や
味
を
つ
く
る
努
力
を
さ

ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
中
に
赤

あ
ん
と
白
あ
ん
が
入
っ
て

い
る
。
源
氏
と
平
家
が
仲

良
く
一
緒
に
小
箱
に
入
っ

て
い
る
と
い
う
意
味
が
あ

る
ん
で
す
。
父
は
平
和
の

気
持
ち
を
込
め
て
作
っ
た

と
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　

商
品
名
も
考
え
た
そ
う

で
す
。
平
家
物
語
は
日
本

の
誇
る
文
学
で
す
が
、
戦

記
で
す
。「
新
」
は
吉
川
英

治
先
生
の
小
説
。
戦
後
の

混
乱
の
中
で
、
平
和
を
祈

念
す
る
気
持
ち
で
書
か
れ

た
と
さ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、

菓
子
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は

「
新
・
平
家
物
語
」
だ
と
。

お
菓
子
に
込
め
た
平
和
の
思
い

時
代
に
合
わ
せ
た
工
夫
が
大
切

「和菓子屋として、原料の風味にはこだわりたい」と話す大谷博国社長
＝広島市東区

もちっとした食感が人気の「生もみじ」と、中に果物のジュレが
入った「ロイヤルファミリー」

にしき堂本社ビル＝にしき堂提供

本社工場のクリーンルーム＝にしき堂提供
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９
月
30
日
か
ら
３
日
間

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ワ
ー
ル

ド
東
京
２
０
１
５
秋
」
が

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

か
れ
た
。
ア
パ
レ
ル
や
商

社
、
小
売
り
、
通
販
業
者

ら
に
製
品
や
素
材
を
展
示

し
、
商
談
を
始
め
る
国
際

見
本
市
だ
。
篠
原
テ
キ
ス

タ
イ
ル
は
今
年
初
め
て
、

７
０
０
社
を
超
え
る
出
展

　
江
戸
時
代
か
ら
の
備
後

絣
︵
か
す
り
︶
の
伝
統
を

受
け
継
ぐ
福
山
の
デ
ニ
ム

産
業
。
中
核
は
、
創
業
百

年
を
超
す
老
舗
企
業
だ
。

そ
の
ひ
と
つ
、
篠
原
テ
キ

ス
タ
イ
ル
︵
福
山
市
駅
家

町
︶
は
、
高
品
質
・
多
品

目
生
産
で
国
内
外
に
顧
客

を
広
げ
る
。
こ
の
秋
、
東

京
で
の
国
際
見
本
市
に
初

出
展
し
た
。

企
業
に
名
を
連
ね
た
。

　

会
場
で
は
、
篠
原
由
訓

社
長（
63
）の
長
男
由
起
さ

ん（
32
）、次
男
立
哉
さ
ん

（
29
）ら
が
総
出
で
応
対
し

て
い
た
。目
玉
は
、薄
く
て

軽
さ
が
特
徴
の
ラ
イ
ト
オ

ン
ス
や
、柔
ら
か
な
ニ
ッ
ト

風
デ
ニ
ム
な
ど
着
心
地
を
向

上
さ
せ
た
新
し
い
品
番
だ
。

　

篠
原
テ
キ
ス
タ
イ
ル
は

１
９
０
７
（
明
治
40
）
年

に
絣
織
物
製
造
業
と
し
て

創
業
。
戦
後
は
輸
出
用
の

洋
服
生
地
を
主
に
生
産
し

て
い
た
。
綿
織
物
の
需

要
は
１
９
６
５
年
ご
ろ
を

ピ
ー
ク
に
減
り
、
市
内
に

約
２
０
０
社
あ
っ
た
製
造

業
者
も
廃
業
が
相
次
ぐ
。

折
し
も
ジ
ー
ン
ズ
が
は
や

り
始
め
た
時
期
。
同
社
も

藍
織
り
の
技
術
を
生
か
し
、

１
９
７
４
年
に
デ
ニ
ム
の

生
産
に
切
り
替
え
た
。

　

当
初
は
繊
維
商
社
の
注

文
通
り
に
作
れ
ば
よ
か
っ

た
。
し
か
し
昭
和
末
期
に

海
外
か
ら
安
い
生
地
が
入

り
、
受
注
は
下
降
の
一
途

を
た
ど
っ
た
。

　

篠
原
社
長
は
決
断
を
下

す
。「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
変

化
を
先
取
り
し
て
、
独
自

開
発
の
商
品
を
売
り
込
む
。

そ
の
た
め
小
回
り
が
利
く

少
量
、
多
品
目
生
産
に
切

り
替
え
る
」。
２
０
０
１
年

だ
っ
た
。
売
れ
る
か
分
か

ら
な
い
生
地
を
作
る
リ
ス

ク
は
あ
る
。
し
か
し
、「
会

社
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
、

と
い
う
危
機
感
に
押
さ
れ

た
」。
価
格
競
争
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
に
、
高

品
質
の
独
自
商
品
に
こ
だ

わ
っ
た
。

　

デ
ニ
ム
は
フ
ラ
ン
ス
で
誕

生
し
た
と
さ
れ
、
１
８
０
０

年
代
に
米
国
で
作
業
着

素
材
と
し
て
広
ま
っ
た
。

頑
丈
さ
第
一
だ
っ
た
が
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
る
と

着
心
地
や
伸
縮
・
速
乾
と

い
っ
た
機
能
性
が
求
め
ら

れ
る
。
同
社
の
決
断
は
こ

の
流
れ
に
合
っ
た
。
省
エ

ネ
や
環
境
面
か
ら
注
目
さ

れ
る
木
質
パ
ル
プ
が
原
料

の
テ
ン
セ
ル
デ
ニ
ム
も
早

く
か
ら
導
入
し
、
い
ま
は

主
力
商
品
の
ひ
と
つ
だ
。

　

現
在
、
篠
原
テ
キ
ス
タ

イ
ル
の
デ
ニ
ム
品
番
の
数

は
約
３
０
０
に
の
ぼ
る
。

顧
客
は
国
内
外
の
ア
パ
レ

ル
大
手
に
も
広
が
る
。
今

回
の
見
本
市
で
は
、
赤
ち
ゃ

ん
の
だ
っ
こ
帯
や
バ
イ
ク

ラ
イ
ダ
ー
向
け
パ
ン
ツ
素

材
と
し
て
の
引
き
合
い
も
。

「
用
途
は
作
り
手
の
想
像
以

上
に
広
が
っ
て
い
ま
す
」

と
同
社
。
生
地
見
本
約

１
０
０
件
の
発
送
を
終
え
、

こ
れ
か
ら
商
談
本
番
だ
。

（
島
ノ
江
正
範
）

右
：
国
際
見
本
市
に
出
展
し
た
篠
原

テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
ブ
ー
ス

　

左
：
見
本
市
の
会
場
＝
い
ず
れ
も
10
月

２
日
、東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

東京ビッグサイト

見本市に持ち込んだライトオンスなどの生地見本。
スタッフが手にするのはスウェット風デニム

フル操業が続く篠原テキスタイルの工場。
社員は 20 人だ＝10月19日、福山市駅家町

　
江
戸
時
代
か
ら
の
備
後

企
業
に
名
を
連
ね
た
。

デ
ニ
ム
を「
進
化
」  

も
の
づ
く
り
老
舗
の
底
力

篠
原
テ
キ
ス
タ
イ
ル

「
用
途
は
想
像
以
上
に
」

顧
客
に
海
外
の
大
手
も

ひろしま経済ニュース
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写真の商品

　広島三次ワイナリーは 10 月24日（土）
から、毎年恒例の「三次ピオーネヌーボー
２０１５（720ml）」を販売している。マ
スカットと巨峰をかけあわせた品種で、“黒
い真珠 ”ともいわれる最高級のブドウ「三
次ピオーネ」をふんだんに使って醸造し
た、甘口タイプの定番人気ワイン。ヌー
ボーらしいフレッシュさと、なめらかな口
当たりが楽しめる。淡くやわらかい色合い
のロゼワインとかわいいラベルが、女性に
も好評だ。5,000 本限定、１本 1,944 円。
同社、または広島市内のデパート、県内
主要酒販店などで購入可能。

　もみじまんじゅうを製造販売している高
津堂（廿日市市）は、この秋から「元祖も
みぢ饅頭 『てくてく』」の販売を本格化した。
サツマイモ「紅はるか」を栽培している峰
商事（江田島市）と、今年共同開発した
商品で、もみじまんじゅうの中にサツマイモ
のあんが入っている。サツマイモあんは、「和
風」と「洋風」の２種類を用意。「和風」は素
材を生かした素朴な味。「洋風」はバター
やブランデーを加えたスイートポテト風味で
若い人も楽しめるように工夫した。試験販
売でも好評で、現在は高津堂本店、宮島
SA 上り線で発売している。１個 150 円。

　カルビー株式会社は、ゆめタウン廿日市
内の直営ショップ「スナックキッチン my 
Calbee（マイカルビー）」で「かっぱえ
びせん かりん」の新しい味「ほうじ茶味」
を期間限定販売している。「かっぱえびせ
ん かりん」は、my Calbee の限定物販
品で、かっぱえびせんに蜜がけしたこれ
までにない商品。抹茶味、瀬戸内レモン
ティー味、いちご味、焦がしキャラメル味
の４種類を常時販売し、ほぼ毎日完売して
いる。秋冬限定のほうじ茶味は、ほんのり
香ばしい風味が大人の甘さに仕上がった
商品。2016 年１月下旬まで。各 300 円。

3名様

平成27年11月30日（必着）

広島三次ワイナリー　☎（0824）64-0200

高津堂　☎（0829）56-0234

カルビーお客様相談室　　　 0120-55-8570 株式会社 GLAB　☎（0823）36-2469

株式会社ルピナス　　　 0120-54-2943

三次ワイナリーから
「三次ピオーネヌーボー」を今年も販売

江田島のサツマイモとコラボ
高津堂、新味のもみじまんじゅう

「かっぱえびせん かりん ほうじ茶味」
ゆめタウン廿日市内ショップで期間限定販売

写真の商品
5個セット

5名様
ペア招待券

写真の商品

　道の駅よがんす白竜は、駅内レストラン
で 11 月 21 日（土）、ジャズライブ「Re：
AL JAZZ CONNECTION（リアル ジャ
ズ コネクション）VOL.4」を開催する。
広島を中心に活動する地元大和町出身の
是盛博司さん（ベース）のほか、なかに
し隆さん（ピアノ）、石井聡至さん（ドラ
ム）が出演。同ライブは、野外ライブが
盛んだった大和町で再び（Re）、本物の

（Real）音楽を届けようという試み。フ
リーフードでイタリアンの前菜と石窯焼き
ピッツァ、１ドリンク付き 3,500 円。オー
ルスタンディング。

　三世代テーマパークみろくの里では、11
月７日（土）からイルミネーションイベント

「星空の下の遊園地」が開催されている。
今年は「つつまれる、ヒカリの輪。」をテー
マに園内をライトアップ。LED 照明が音
楽に合わせて変化するデジタルイルミネー
ションは中国地方最大規模となる。今回
は、観覧車のライトアップを新調したほか、
昭和 30 年代の街並みを再現した「いつ
か来た道」では和のライトアップで温かな
空間を演出。入園料は大人 800 円、子ど
も 500 円。2016 年１月 11 日まで（除
外日あり。日程はホームページで）。

　株式会社 GLAB が販売するスポーツ用
インソール「リアライン・インソール・スポー
ツ」は、湘南ベルマーレ・WJBL（バスケッ
トボール女子日本リーグ機構）など、多数の
トップアスリートに愛用されている。日本人
の足にフィットさせる設計で、足元からの衝
撃を分散、膝への負担を軽減するほか、足
を理想的なアーチ構造に整えることにより
足裏の痛み対策に効果が期待できるつくり
となっている。アーチ構造を整える足底の
パットは硬さが違う３種類の付け替えが可
能で、使用感、サポート力が異なる。22～
29cm（１cm刻み、男女兼用）、5,850円～。

5名様

道の駅 よがんす白竜　☎（0847）35-3022

三世代テーマパークみろくの里　☎（084）988-0001

広島県興行生活衛生同業組合　☎（082）293-9919

よがんす白竜でジャズライブ
「Re：AL JAZZ CONNECTION VOL.4」

みろくの里のライトアップ開始
「星空の下の遊園地 VOL.５」

左記マークの入っている各社商品を、
ビジネス朝日読者へプレゼント!!

はとむぎソフト
クリーム（320円）

引換券

3名様

5組様

写真の両商品
引換券

10名様
多数のトップアスリートが絶賛した
スポーツ用インソールが好評

写真の商品

3名様

写真の商品

5名様

　広島県興行生活衛生同業組合では、
毎年 12 月 1 日を「映画の日」とし、特
別料金で映画を鑑賞できるサービスを
行っている。今年で 60 回目。日頃の感
謝を込めて、組合傘下の広島県内各劇場
において、入場料金は一人 1,000 円均
一となる。また、原爆被爆者手帳所持者、
身体障害者手帳・障害者手帳・療育手
帳所持者（重度障害者は介護者１名も）
は無料となる。この機会に映画の面白さ、
さらなる魅力を認識するきっかけにしてみ
ては。なお、清水劇場と特別興行作品は
対象外。

12月1日（火）は映画の日
特別料金で映画鑑賞ができる

　株式会社ルピナス（三次市）は、高齢
者向け呼吸力トレーニング商品「長息生
活」を販売している。昔ながらの玩具 “ 吹
き戻し ” を、トレーニング用に改良したも
の。商品を口にくわえて吹き伸ばし続ける
ことにより、「呼気持続時間の延長」や「水
飲み速度の改善」といった呼吸や嚥下機
能の改善効果が、また、口周りの筋肉を
鍛えることにより、小顔効果も期待される。
吹き伸ばす際の負荷によってレベル０・１・
２があり、３種類が１本ずつ入ったトライ
アルセット定価 940 円ほか。Amazon
などで購入できる。

呼吸力トレーニング＆美容にも！
アイディア医療器具「長息生活」

※足のサイズを明記してください。

和風

洋風

※できたて my スナックは
しお味、コンソメWパンチ味
など4種類から選べます

広島三次ワイナリー よがんす白竜

星空の下の遊園地

GLABshop

興行組合　広島

高津堂

カルビー

長息生活
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住　　所：広島県尾道市瀬戸田町沢200-2　☎（0845）27-3800
開館時間／9:00～17:00（入館は16:30まで）
休 館 日：原則無休

住　所：広島市中区基町6-27　
☎（082）512-7706
営業時間／10：00～20：00

観 覧 料：一般800円、高大生400円、小中生200円

　

平
山
郁
夫
が
原
爆
の
後
遺
症

に
苦
し
む
中
で
、
三
蔵
法
師
・

玄
奘
の
求
法
の
旅
を
描
い
た
︽
仏

教
伝
来
︾
は
、
画
家
と
し
て
の

本
当
の
出
発
点
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
１
６
０
回
を
超
え
る
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
取
材
の
旅
を
通
じ
た

玄
奘
の
旅
の
追
体
験
は
、
薬
師

寺
・
玄
奘
三
蔵
院
伽
藍
の
大
唐

西
域
壁
画
に
結
実
し
ま
す
。
薬

師
寺
が
写
経
勧
進
に
よ
っ
て
伽

藍
を
建
立
し
、
平
山
郁
夫
は
本

尊
と
し
て
壁
画
を
奉
納
す
る
こ
と

で
両
者
が
施
主
と
し
て
玄
奘
の

業
績
を
称
え
る
こ
と
を
誓
約
し
、

２
０
０
０
年
大
晦
日
に
は
入
魂

開
眼
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
そ
の
15
周
年
に
あ
た
り

ま
す
。
本
展
覧
会
で
は
、
薬
師

寺
の
大
唐
西
域
壁
画
を
よ
り
多

く
の
人
々
に
観
て
も
ら
う
た
め
に

平
山
郁
夫
が
改
め
て
描
い
た
︽
大

唐
西
域
画
︾︵
２
０
０
７
年
・
佐

川
美
術
館
蔵
︶
や
日
本
で
唯
一
の

等
身
大
の︽
玄
奘
三
蔵
坐
像
︾︵
鎌

　

最
近
増
え
て
き
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
対
応
の
手
袋
。
寒
い
日
の

バ
ス
の
待
ち
時
間
に
も
、
手
袋
を

し
た
ま
ま
ス
マ
ホ
を
操
作
す
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
役
立
ち
ま
す

よ
ね
。
今
回
は
、
今
年
新
登
場

し
た「LIM

ITED EDITIO
N

︵
リ

ミ
テ
ッ
ド
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
︶ 

ス
マ

ホ
対
応
革
カ
ラ
ー
手
袋
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
ス
マ
ホ
対
応
の
手
袋

と
い
う
と
、
親
指
と
ひ
と
さ
し
指

だ
け
な
ど
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
導
電

性
の
素
材
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の

が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
、
新
発

売
の
手
袋
で
は
手
の
平
側
の
面
全

体
に
導
電
性
の
革
が
使
わ
れ
て
い

て
、手
の
平
の
ど
の
部
分
で
も
操
作

す
る
こ
と
が
可
能
。防
寒
し
な
が

ら
、情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

　
素
材
は
イ
タ
リ
ア
製
の
ラ
ム
革

を
使
用
し
て
い
て
や
わ
ら
か
く
、

指
を
動
か
す
の
も
楽
々
。
内
側
は

ニ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
て
、
寒
さ
か

ら
指
先
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま

倉
時
代・薬
師
寺
蔵
︶を
中
心
に
、

平
山
作
品
と
薬
師
寺
に
伝
わ
る

宝
物
に
よ
っ
て
、
三
蔵
法
師
・
玄

奘
の
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

た
、
長
年
使
え
る
シ
ン
プ
ル
な
デ

ザ
イ
ン
も
ポ
イ
ン
ト
。
手
首
部
分

の
パ
イ
ピ
ン
グ
を
さ
り
げ
な
い
オ

シ
ャ
レ
ポ
イ
ン
ト
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

な
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
移
動
中
に
も
き
っ
と
活
躍
す
る

は
ず
で
す
。

平山郁夫美術館 そごう広島店  

▶《
玄
奘
三
蔵
坐
像
》鎌
倉
時
代 

薬
師
寺
蔵

▲
平
山
郁
夫《
大
唐
西
域
画 

西
方
浄
土
須
弥
山
》

平
成
19
年 

佐
川
美
術
館
蔵

旬の鮭を使ったシチューです。鮭の
代わりに鶏肉を使ってもおいしいで
すよ。写真のようにチンゲンサイは、
葉を内側に盛り付けるときれいに仕
上がります。工程❻の水溶きかたく

り粉は、一度火から離して回し入れ、素早く混ぜて必ず沸騰
させましょう。ダマを作らずとろみをつけるコツです。

かんたんシチューはルーいらず

【作り方】
❶チンゲンサイはクシ形に 8 等分し、根本

をよく洗う。白菜は一口大に切る。
❷①を塩ゆでし、水気を取る。
❸生鮭は皮を取り一口大に切る。
❹鍋に水、鶏がらスープの素を入れ、②の

野菜、③の鮭を入れる。

❺④に酒、こしょう、塩、砂糖を加え軽く
煮込む。鮭に火が通ったら材料を取り出
し、皿に盛り付ける。

❻⑤の残ったスープに水溶きかたくり粉を入
れ、生クリームを加えて沸騰させる。とろ
みがついたら⑤にかけて完成。

▲平山郁夫《大唐西域画 嘉峡関を行く 中国》平成19年 佐川美術館蔵
◀《弥勒菩薩坐像》鎌倉時代 薬師寺蔵
※薬師寺蔵はすべて飛鳥園撮影

http://www.suishin.ac.jp
Suishinオリジナルレシピ掲載中

一般の方を対象にクッキン
グスタジオ料理教室を開
催中！詳し
くは学校
ホームペー
ジをご覧く
ださい。

スマホ対応革カラー手袋
そごう・西武のプライベートブランド、
LIMITED EDITIONの全面スマホ対応の
革手袋。同ブランドでは、上質で機能的、
そして美しいデザインの商品を求めやす
い価格で展開しています。　　

価格：11,880円（税込）

L
リミテッド
IMITED E

エディション
DITION

（新館6F　紳士雑貨売り場）http://www.hirayama-museum.or.jp/

広島酔心調理製菓専門学校

●会期：2015年10月3日㈯～
12月6日㈰

三蔵法師と
薬師寺の宝物

薬師寺・大唐西域壁画奉納15周年

平山郁夫美術館　特別展

監修／広島酔心調理製菓専門学校　レシピ・調理／寺西裕哉（中国料理実習教員）

▶《
玄
奘
三
蔵
坐
像
》鎌
倉
時
代
薬
師
寺
蔵

▲
平
山
郁
夫《
大
唐
西
域
画
西
方
浄
土
須
弥
山
》

平
成
19
年
佐
川
美
術
館
蔵

●会期：2015年10月3日㈯～

三蔵法師
薬師寺

薬師寺・大唐西域壁画奉納15周年

平山郁夫美術館　特別展

招待券

ペア5組様
入
場
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
方
法
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

中華風クリームシチュー

◀カラーは、黒、
ブラウン、チョコ、
ネイビー、パープ
ル、レッドの６色
展開。M ～ Lと
LLの２サイズが
あります。

【材料】（（2人分）
チンゲンサイ…1株、白菜…2枚（100g）、
生鮭（切り身）…1枚（100g）、水…300ml、
鶏がらスープの素…小さじ1、酒…大さじ1、こしょう…少々、
塩…小さじ1/2、砂糖…少々、水溶きかたくり粉…大さじ2、
生クリーム…100ml
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世
羅
高
校
を
卒
業
後
、

青
山
大
学
在
学
中
に
は
箱

根
駅
伝
な
ど
で
活
躍
。
中

学
生
の
こ
ろ
か
ら
憧
れ
て

い
た
と
い
う
中
国
電
力
の

　

今
年
４
月
に
入
社
し
た

ば
か
り
の
新
米
記
者
で
す
。

赴
任
す
る
ま
で
広
島
の
土

を
踏
ん
だ
こ
と
は
一
度
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
慣

れ
な
い
土
地
に
仕
事
に
、

右
も
左
も
わ
か
ら
ず
迷

い
っ
ぱ
な
し
。
そ
れ
で
も

被
爆
70
年
の
８
月
６
日
や

土
砂
災
害
１
年
の
取
材
で

め
ま
ぐ
る
し
く
日
々
は
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
の
ん
び
り
で

き
る
と
思
っ
た
の
は
つ
か

の
間
、
こ
の
原
稿
を
書
い

て
い
る
10
月
下
旬
は
、
野

球
担
当
と
し
て
秋
季
中
国

地
区
高
校
野
球
大
会
の
取

材
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
球
担
当
と
し
て
取
材

を
す
る
中
で
驚
い
た
こ
と

が
一
つ
あ
り
ま
す
。
喫
茶

店
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
マ
ス
タ
ー
と
話
を
し

て
も
、
居
酒
屋
で
東
広
島

の
日
本
酒
を
あ
お
り
な
が

ら
お
か
み
さ
ん
と
話
し
て

も
、
誰
と
話
し
て
も
高
校

野
球
の
話
題
が
で
き
る
こ

と
で
す
。
私
が
生
ま
れ
育
っ

た
神
奈
川
県
で
も
高
校
野

球
は
人
気
だ
と
思
い
ま
す

が
、
こ
こ
ま
で
多
く
の
人

に
注
目
さ
れ
て
い
る
と
実

感
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

取
材
の
た
め
球
場
を
訪

れ
る
と
、
私
と
同
じ
く
ら

い
の
年
代
の
人
を
多
く
見

か
け
ま
す
。
あ
る
若
い
男

性
に
話
し
か
け
て
み
た
と

こ
ろ
「
好
き
だ
か
ら
毎
年

見
に
来
て
い
る
」
と
の
こ

と
。
野
球
部
Ｏ
Ｂ
な
ら
い

ざ
し
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な

人
が
多
く
い
る
こ
と
に
広

島
の
高
校
野
球
の
力
強
さ

を
感
じ
ま
す
。

　

私
が
学
生
だ
っ
た
こ
ろ

「
地
元
に
残
り
た
い
」
と
話

す
同
級
生
は
１
人
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。「
グ
ロ
ー
バ

ル
に
仕
事
を
し
た
い
」。
外

へ
目
を
向
け
る
姿
勢
が
特

に
若
い
世
代
で
は
主
流
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
、
地
元
の
高
校
野

球
を
見
に
来
て
試
合
に
没

頭
し
て
い
る
人
た
ち
を
見

る
と
、「
地
元
」
に
も
た
く

さ
ん
の
楽
し
み
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

そ
の
楽
し
み
に
気
づ
く
感

性
が
記
者
に
は
何
よ
り
必

要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ

り
ま
す
が
、
地
元
の
素
晴

ら
し
さ
を
一
つ
一
つ
見
つ

け
て
い
け
る
、
そ
ん
な
記

者
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

陸
上
競
技
部
に
今
年
の
春
、

入
部
し
、
練
習
に
励
ん
で

い
る
藤
川
拓
也
選
手
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

藤
川
選
手
が
、
陸
上
を

　

地
域
の
台
所
と
し
て
常

連
客
に
愛
さ
れ
、
今
年
創

業
29
周
年
を
迎
え
る
「
プ

チ
ト
マ
ト
」。
元
ホ
テ
ル

の
コ
ッ
ク
を
し
て
い
た
下

井
理
生
代
表
が
32
歳
で
独

立
し
、
毎
日
通
っ
て
も
飽

き
な
い
よ
う
に
と
、
洋
食

に
こ
だ
わ
ら
ず
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
。
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
料
金
で
提
供
し

続
け
る
の
は
オ
ー
プ
ン
当

初
か
ら
変
わ
ら
な
い
こ
だ

わ
り
で
す
。

　

ス
テ
ー
キ
ラ
イ
ス

（
１
０
０
０
円
）
や
牛
ス

ジ
入
り
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス

（
８
８
０
円
）
な
ど
が
人
気

メ
ニ
ュ
ー
で
、
日
替
わ
り

ラ
ン
チ
（
７
７
０
円
）
は

メ
ー
ン
に
旬
の
魚
と
肉
料

理
が
並
ぶ
盛
り
合
わ
せ

セ
ッ
ト
。
火
曜
日
は
ス
テ
ー

キ
ラ
ン
チ
（
９
８
０
円
）

の
日
で
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ

ぷ
り
の
リ
ブ
ロ
ー
ス
が
味

わ
え
ま
す
。

　

店
内
は
開
放
的
で
、
テ
ー

ブ
ル
や
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど

30
席
。
10
人
か
ら
小
宴
会

（
３
０
０
０
円
～
）
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
11
月
中

は
巨
大
な
か
ぼ
ち
ゃ
を
店

内
に
置
き
、
重
さ
当
て
ク

イ
ズ
を
出
題
。
開
店
記
念

日
の
11
月
30
日
㈪
に
、
ピ

タ
リ
賞
や
前
後
賞
な
ど
を

発
表
す
る
た
め
、こ
の
機
会

に
お
店
に
訪
れ
て
み
て
は
。

駅
伝
だ
と
、
み
ん
な
で
喜

べ
る
の
も
う
れ
し
い
で
す
」

と
の
こ
と
。「
”
走
り
“
で

広
島
を
元
気
に
で
き
れ
ば
」

と
語
り
ま
す
。
中
学
生
の

と
き
の
夢
を
叶
え
た
藤
川

選
手
の
挑
戦
は
、
ま
だ
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

　

頑
張
れ
、
藤
川
選
手
！

応
援
し
て
い
ま
す
。

 （
藤
井
聡
美
）

ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
小
学

３
年
生
の
と
き
の
こ
と
。

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
て
み

た
と
こ
ろ
、
結
果
が
良
く
、

そ
れ
か
ら
続
け
て
み
よ
う

と
思
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

よ
く
走
っ
て
い
た
コ
ー
ス

は
、
地
元
・
庄
原
市
の
自

然
に
囲
ま
れ
た
道
。「
田
舎

が
好
き
」
と
言
い
、「
現
在

も
、
川
沿
い
を
よ
く
走
り

ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま

す
。
休
み
の
日
に
は
地
元

に
帰
る
こ
と
も
多
い
の
だ

と
か
。

　

競
技
に
つ
い
て
、「
長
距

離
は
し
ん
ど
い
こ
と
が
多

い
競
技
で
す
が
、大
会
で
自

己
ベ
ス
ト
が
出
た
と
き
の

達
成
感
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。

藤川 拓也（ふじかわ たくや）選手

1992年12月17日生まれ・23歳
163cm／49kg
広島県出身

【一言メッセージ】
頑張る姿を通して、多くの人に元
気を届けられるような走りをした
いと思っています。地元の企業とい
うことで、ぜひ応援してください！

中
国
電
力
陸
上
競
技
部

カ
フ
ェ
レ
ス
ト

　プ
チ
ト
マ
ト

色
々
な
メ
ニ
ュ
ー
が
楽
し
め
る

地
域
に
愛
さ
れ
る
お
店

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
走
る
の
が
好
き

し
ん
ど
さ
の
先
に
あ
る
達
成
感

ハンバーグステーキセット

営業時間／8：30～20：00（日曜日17：00まで）
　　　　　ランチタイムは11：30～14：00
☎（084）951-6419　
定休日：木曜日
住　所：福山市山手町 6-15-8

新
米
記
者
、

高
校
野
球
の
取
材
で
思
い
ま
し
た

朝日新聞広島総局
山田　健悟

問い
合わせ先

中国電力陸上競技部

●2015八王子ロングディスタンス
　開催日時：11 月 28 日（土）　
　　　　　　（開始時間未定）
　会　　場：

※出場選手は未定です。

中国電力陸上競技部

今後参加する試合

法政大学 多摩キャンパス 
陸上競技場（東京都町田市）

中国電力陸上競技部
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　――事務局長をしている
「ひろしまみなとマルシェ」
とは？
　「マルシェ」とはフランス語
で市場という意味です。広島
市南区の広島港で毎月第 1、3
日曜、農水産物を扱う青空市
を開いています。
　生産者さん自らが自慢の商
品を直接販売しています。ミ
ニライブといったイベントも
あります。
　――2012年7月から始まっ
たそうですね。
　初回の出店数は 16 店。1 度
だけのお祭りにしたくなく、
定期開催が目標でした。でも
出店してくれる生産者を見つ
けるのが大変でした。
　大量生産がしにくくスー
パーなどでの取り扱いが少な
い、自然農法や有機栽培を採
り入れている農家の方を中心
に声を掛けました。少しずつ
参加者が増え、最大で 45 店が
出た時もあります。

　リピーターのお客さんが増
え、生産者と消費者のつなが
りができてきたのもうれしい
です。
　――マルシェの魅力を教え
てください。
　生産者から商品のこだわり
や一番おいしい食べ方を教え
てもらえることです。
　旬の野菜が並び、季節を感
じられるのもだいご味。冬は
稲作などを終えた農家の方の
出店が増え、にぎわいます。
12 月にはもちつきをするお店
も出ます。広島の冬を実感し
てほしいです。
　――将来に向けた取り組み
などはありますか。
　百貨店や量販店に、マルシェ
に出店をしている農家を主と
した常設コーナーをつくる準
備をしています。地元のおい
しい野菜や果物を気軽に手に
してもらえるように販路を拡
大したいです。

（聞き手・国米あなんだ）

幅広い品ぞろえを強みに
地域密着の企業を目指す
ハイボール人気に期待も

地元の旬を青空市で
生産者と直接やりとり
広島港で日曜に開催

サントリー酒類中国支店長
NPO法人
「まちづくりコミュニティデザイン研究所」理事

片
か た

岡
お か

　英
ひ で

樹
き

さん（51歳） 平
ひ ら

井
い

  啓
け い

子
こ

さん（44歳）
〈プロフィール〉滋賀県出身。神戸大学経
営学部を卒業後、1987 年にサントリー入
社。福岡、東京などの各支店で主に営業を
担当してきた。2012 年 9 月から現職。サ
ントリー酒類はサントリーホールディングス
の事業子会社の一つ。

〈プロフィール〉山口県出身。携帯電話販
売の代理店勤務などを経て、2011年から
NPO 法人「まちづくりコミュニティデザイン
研究所」に参加。現在は理事として、同研
究所が宇品の広島港で運営する「ひろしま
みなとマルシェ」事務局長を務める。

発行日：毎月第3木曜日

　――いろんな種類のお酒を
扱っていますね。
　ビール、焼酎、ワイン、カ
クテル、ウイスキーなど、日
本酒以外のほとんどの種類の
お酒を販売しています。この
幅広さがサントリーの強みで
す。消費者や取引先を裏切ら
ない高品質の商品を提供し、
信頼を得られるよう、仕事に
取り組んでいます。
　今年５月からは、サントリー
のホームページ内に中国・四
国エリアの情報サイトを開設
し、限定商品や PR イベント
の予定などを紹介しています。
気軽にサントリーの商品を手
に取ってもらえるように、こ
れからも地域に密着した身近
な企業を目指していきます。
　――最近はハイボールに人
気が出ているようですが。
　ウイスキーの飲み方の一つ
として、今の若い人には新し
いカクテルのような感じで受
け入れられているようです。

認知度が高まってきたとはい
え、まだビールのほうが圧倒
的に売れています。２杯目は
ハイボールを飲んでもらえる
ような楽しみ方を提案し、さ
らなるブームをつくっていき
たいと考えています。
　――その提案の一つが広島
レモンのハイボールですね。
　広島はレモンの生産量が日
本一を誇る県ですから、それ
を使ったシロップを JA 広島果
実連と協力して開発しました。
きりっと引き締まったレモン
の味わいがとても合い、女性
からも飲みやすいという声を
多くいただいています。
　――休日はどのように過ご
していますか。
　街中を散歩しながら、その
変化やにぎわいを探していま
す。平和記念公園は四季の移
ろいが感じられて、よく行き
ます。学生時代から続けてい
るゴルフも大好きです。

（聞き手・日比真）

Vol.25


